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研究成果の概要（和文）：軽度認知障害（MCI）の段階での認知症への移行を遅延や予防が重要である。そこで
MCIの早期発見を目的として，音声の提示から音声の感情を判断するまでの時間を評価として用いた音声認識評
価を，MCIをスクリーニングするための有効な評価になるか検討した。
その結果、音声認識1秒の遅延は，MCIのリスクが約34倍となる音声があることが明らかになった。MCIの超早期
のスクリーニングとして，音声認識評価を用いることが有効であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：It is important to delay or prevent the transition from mild cognitive 
impairment (MCI) to dementia. In this study, I examined whether vocal recognition evaluation, which 
uses the time from speech presentation to judging the emotion of speech as an evaluation, could be 
effective for MCI screening.
The results showed that a one-second delay in the time to recognize emotions through voices was 
associated with an approximately 34-fold increase in the risk of MCI.Using vocal recognition 
assessment was considered to be effective for early screening of MCI.

研究分野：リハビリテーション科学

キーワード： 認知症　MCI　スクリーニング　音声認識　感情理解
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症発症後は進行を止める手段が乏しいため，軽度認知障害（Mild cognitive impairment：MCI）の段階での
認知症への移行を遅延や予防が重要である。予防的介入を行うにしても，MCIの早期発見方法は確立されておら
ず、発見が難しいのが現状である。
そこでMCIの早期発見を目的として作成した，音声の提示から音声の感情を判断するまでの時間を評価として用
いた音声認識評価は、MCIを超早期にスクリーニングするための有効な評価と考えられた。音声認識評価は簡易
に実施できる評価であることが臨床場面において意義のある評価と言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 認知症発症後は進行を止める手段が乏しいため，認知症前段階の軽度認知障害（Mild cognitive 
impairment：MCI）で認知症への移行を遅延や予防が重要である。予防的介入を行うにしても，
MCIの早期発見方法は確立されておらず、発見が難しいという現状がある。 
 認知症が進行して，言語機能などの認知機能の低下がみられても，表情・視線などの非言語コ
ミュニケーションは比較的残存すると言われている。しかし，それでも他者の表情から気持ちを
読み取る能力は衰えると言われている。 
 非言語コミュニケーションの中でも視覚情報である表情に焦点を当てた他者の感情理解の研
究が多く行われている。コミュニケーション場面では話す声に込められた感情を読み取る事も
重要な側面である。そこで，本研究では聴覚情報である音声プロソディ（抑揚・リズム・大きさ・
高低）を手掛かりにした他者の音声認識による感情の理解をMCIスクリーニングに使用できれ
ばと思い研究を行った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 対人コミュニケーションに困難を持つ認知症者について，音声認識による他者の感情理解を
検討したいと考えた。用いた音声課題を、ことばの意味と話者の感情が一致しない音声にしたの
は，ことばの意味ではなく，音声プロソディ（抑揚・リズム・大きさ・高低）によって判断され
るためである。今後の介護現場での認知症者に対する語彙としての伝えたい内容に留まらない，
実践的な声の出し方というコミュニケーションを成立させるため具体的な研究になると考えた。
具体的には、どのような感情を表す音声が健常者と MCI に理解の差が生じるのかを調査し、
MCIスクリーニング評価として有効かを検討する。 
 
 
３．研究の方法 
（１） 対象者は一般的には健康な中年期，高齢期の研究に同意したボランティア女性であった。
神経内科医の診察により病歴、神経心理学的異常、または医学的疾患がなかった人は、研究協力
者とした。さらに、対象者は聴力に大きな問題がないことを確認できた 77名（56～81 歳）を研
究協力者とした。研究協力者 77 名のうち，MoCa-J25 点以下で、神経内科医により DSM-5 診断基
準、CDR 診断基準を用いて MCI 疑いと診断された 16名を MCI 疑い群とした。また MoCa-J 26 点
以上で神経内科医により非 MCI 疑いと診断され、MCI 疑い群の年齢（±2歳）のマッチングをか
けた 16名を非 MCI 疑い群とした。これら 32 名を分析対象者とした 
 
（２） 認知機能評価には， 軽度認知症（MCI）を調べるスクリーニング検査として，MoCA-J を
用いた。これは多領域の認知機能について，評価することができる．合計 30 点満点であり，日
本語版では 26点以上を健常範囲とする報告がなされている。 
 
（３） 音声認識時間測定は、PC タキストスコープを使用し、感情を込めた音声を教示して，
提示から反応までの音声認識反応時間を評価として用いた。 
 
（４）  感情を込めた音声については、日本語の音声から感情を判断するために，言語的意味が
肯定的な語句 6個について，肯定的な感情である【受容】と，否定的な感情である【強がり】の
2 種類の異なるプロソディの音声を計 12 個作成した（例「いいよ」という言語的意味が肯定的
な語句について，肯定的な感情として「本当によいと思って喜んでいる」【受容】を表現する場
合と，感情が言語的意味と一致しない「本当は嫌だけど仕方ないからよい」【強がり】の場合の
否定的な感情を表現する音声認識課題を作成。同様に，言語的意味が否定的な語句 6 個につい
て，肯定的な感情である【ふざけ】と，否定的な感情である【拒否】の 2種類の音声を計 12 個
作成した．つまり本研究で用いた刺激となる音声（以下，音声認識課題）は，4種類の感情を表
す音声の計 24 個であった．音声のプロソディのみで感情を判断してもらうために，言語理解力
により判断が左右されない親密度の高い日常使用する語句を用いた． 
 
（５） 音声認識課題で使用する音声話者の選定のために，演劇経験のある女性等 4名に，感情
を込めて日常発するようなプロソディをつけて 4種類に出しわけてもらった． 
音声による他者の感情理解に用いる音声認識課題の妥当性を検討するために，4名の音声を成
人大学生 25 名に聴取させ，音声によって伝達される話者の感情の平均正答率が最も高かった話
者 1名の音声を，研究協力者に聴取させる音声とした．  
 



（６） 音声刺激課題の提示方法として，PC からオーディオインターフェイス，スピーカーを
通して提示した．練習課題実施の際に，本人の十分聞き取りやすいレベルに音量を調節し提示し
た． 
課題の実施方法は，PC にて音声刺激と画像刺激をタイミングコントロールして呈示できるプ
ログラムを用いた。音声刺激課題を提示し，画像刺激として顔の絵を用いて，選択させた．なお
音声を表出する時の気持ちと表情絵のマッチングの理解を確認するため，事前に本課題とは異
なる練習課題を実施し，理解できた者を対象者とした． 
 
４．研究成果 
（１） MCI 疑い群をスクリーニングするために MoCA-J に加えて音声認識評価の有効性を検証
した結果，MCI 疑い群は非 MCI 疑い群と比較して音声による感情（拒否、ふざけ、強がり）の音
声認識反応時間が有意に遅くなることが明らかになった。 
 
（２） 音声による感情理解の中でも受容の音声認識反応時間に関しては有意な差はなかった。 
言語的意味を表す感情がともに肯定的で一致している音声の受容は MCI 疑い群と非 MCI 疑い群
に差がなく，感情を理解しやすい音声であった。非 MCI 疑い群でも MCI 疑い群でも 4 音声の中
で受容の声の判断は最も速い傾向を示し，受容の音声認識反応時間は MCI 疑いのスクリーニン
グに有効な音声には成り得なかった。 
 
（３） 拒否が最も MCI 疑いのスクリーニングに敏感であることが分かった。先行研究では，健
常高齢者は否定的な感情を表す怒った声で話すと、表出された言葉の意味を理解するまでの時
間が有意に長くなるとされ，怒った声で話された情報は、その感情のインパクトの強さにより、
意味情報の処理を阻害するのではないかと示されている。本結果から否定的な感情を表す拒否
は，非 MCI 疑い群（中年～高齢期）でも MCI 疑い群でも，肯定的な感情を表す受容よりも音声認
識反応時間が遅くなることが考えられた 。 
 
（４） MCI リスク検出力に関しては，拒否の音声認識が 1秒遅延することによって，MCI リス
クが約 34倍になることも明らかになった。 
ふざけと強がりの感情を表す音声認識反応時間にも MCI 疑いを検出できることが分かった。
ふざけの音声認識では 1 秒遅延すると約 5 倍，強がりの音声認識では約 3 倍の MCI リスクにな
ることが分かった。MCI リスク検出力に関しては，ふざけと強がり音声は拒否の音声ほどには検
出力は高くないが，MCI リスクをスクリーニング可能な結果となった。 
 
（５） 音声認識評価として拒否，ふざけ，強がりの感情を表す音声を用いて音声認識反応時間
を測ることが，MCI 疑い群の早期発見に有効であることが示唆された。 
今後，MCI 検出のためのスクリーニングとして，音声プロソディによって他者の意図理解力を
用いられる可能性も考える。 
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